
￥  

   

 

  

〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

   

   

 

   

 

  

        

 

  

 

  

  

 

   

    

      

 

  

 

 

    

 

  

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

定
年
退
職
ま
で
２
週
間
あ
ま
り
。
す
で
に

有
休
消
化
に
入
っ
て
お
り
、
退
職
し
て
い
る

も
同
然
で
あ
る
。
１
９
歳
で
入
社
し
、
４
６

年
間
勤
め
た
が
、
定
年
退
職
と
い
う
実
感
が

ま
る
で
わ
か
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
世
の

中
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

だ
。
▼
菅
政
権
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
不
手
際
で

各
県
や
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
ふ
り
ま
わ
さ

れ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
何
時
入
る
の
か

も
伝
え
ず
、
計
画
の
指
示
を
す
る
な
ど
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
政
策
だ
と
誰
も
が
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
他
国
に
比
べ
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
が
低
い
要
因
の
一
つ
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
▼
私
た
ち
国
民
の
一
番
の
関
心

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
い
っ

た
い
何
時
ご
ろ
終
息
す
る
の
か
と
い
う
事
だ

と
思
い
ま
す
。
終
息
の
条
件
と
し
て
言
わ
れ

て
い
る
の
が
、
国
民
あ
る
い
は
大
き
く
見
て

世
界
の
人
々
の
７
割
が
抗
体
を
持
っ
た
時
と

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
抗
体
を
確

立
し
た
時
点
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
あ

と
も
う
一
つ
の
期
待
と
し
て
は
、
治
療
薬
の

完
成
で
す
。
感
染
し
て
も
生
命
を
失
う
危
険

性
が
な
く
な
れ
ば
そ
ん
な
に
恐
れ
ず
に
す
む

で
し
ょ
う
。
よ
り
良
い
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬

の
完
成
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
日

ま
で
は
、
み
ん
な
が
徹
底
し
た
感
染
予
防
対

策
を
と
る
こ
と
を
今
ま
で
通
り
実
践
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
や
孫

に
も
会
い
た
い
の
は
、
み
ん
な
同
じ
で
す
。

も
う
少
し
励
ま
し
合
い
な
が
ら
我
慢
し
ま
し

ょ
う
。
▼
持
病
や
疾
患
の
あ
る
方
は
毎
日
を

び
く
び
く
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
全
国
的
に
み
て
秋
田
県
は
比
較
的
感

染
率
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
ん
な
時

だ
け
秋
田
県
は
田
舎
で
よ
か
っ
た
と
思
う
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 
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最低賃金を引き上げろ、 

全国一律の最低賃金を 

5月 17日、東北・北海道の最賃引き上げキャラバン行動が 16

日の集会にひきつづいてとりくまれました。秋田県労連のとり

くみとして、午前中に秋田労働局と秋田県に要請・懇談をおこ

ないました。建交労秋田県本部からは佐藤書記次長が参加しま

した。 

秋田労働局の賃金室長は「皆さんの意見をどのような方法で

伝えるか検討したい。最低賃金審議会に伝わるよう努力したい」 

秋田県の雇用労働政策課長は「今年も国にむけて最賃の引き

上げ、格差解消を要請する。本当の意味で豊かさを実現できる

よう県としても努力している。現場の声・実態をきかせていた

だき、参考になった。今後の施策に生かしていきたい」と述べ

ました。 

午後からは、県出身の国会議員の地元事務所を訪問し、全国

一律・日額 1,500 円の最低賃金実現に向けての協力要請と「コ

ロナ対策の強化」についての要請も行いました。 

まもなく秋田県最低賃金審議会が始まります。引き上げにむ

けて、傍聴行動などがとりくまれていきます。        
 

 

今後のおもな予定 

7月  3日（土）県本部執行委員会 

7月 12日（月）～16日（金）全国ダンプキャラバン東北行動 

8月 28日（土）～29日（日）建交労全国定期大会 

9月  5日（日）県労連定期大会 

 

 

 コロナ問題で困っていること

があれば気軽にお電話してみて

ください。 

また、知り合いに困っている

方がいたら、お知らせください。 
 

鳥海山・祓川 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

   

  

   

  

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

 【前回の答え】 新緑（シンリョク） 

 応募者 3名、正解者 3名でした。 

 福岡県本部の原田節生さん（86歳）に 1,000円の図書カード

を送ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってくださ

い。正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈りま

す。その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・

分会名を忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎で

す！ 

応募のしめ切り⇒6月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇ヤ〇〇…軒先 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax.018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 

 

NO.539 

カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】 

①五七五の 17 音の詩。川柳は含

まず ②介護。在宅―― ③北海

道在来の馬、北海道生まれの人 

④フランス国王、――16世 ⑥―

―同文 ⑧借りている土地 ⑪

――引きで決める ⑬撒いた餌 

⑭横浜出身者を――っ子と呼ぶ

ことも ⑮終わり。――のすみか 

【ヨコのカギ】 

①当たるも―― ③米国の通貨単位 ⑤妻を熱愛する――家 ⑦

使いこなす ⑨かんむり。三――王 ⑩災難。――年 ⑫瓢箪から

―― ⑭白昼 ⑯――役場 ⑰浦、入り海 

 

2021年 6月 5日 

日

コ
ロ
ナ
の
第
４
波
で
大
都
会
は
大

変
だ
な
と
思
っ
て
た
ら
、
我
が
秋
田

市
で
も
４
月
か
ら
急
速
に
感
染
者
が

増
え
始
め
、
つ
い
に
は
レ
ベ
ル
４

に
！ 近

々
の
終
息
は
諦
め
て
感
染
対
策

を
万
全
に
、
家
に
居
る
時
間
が
長
く

な
り
そ
う
な
の
で
母
親
が
亡
く
な
り

３
年
目
、
荒
れ
た
畑
を
手
入
れ
し
て

色
々
な
作
物
に
挑
戦
し
て
巣
ご
も
り

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ダ
ン
プ
支
部
千
秋
分
会 

 
 

 
 

 

佐
藤
正
樹 

５
９
歳 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

晴
れ
の
一
日
、
登
山
に
出
か
け
た
。

途
中
で
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
ア
イ
コ
、

ヒ
デ
コ
、
ワ
サ
ビ
な
ど
の
山
菜
が
目
に

入
る
。
次
の
瞬
間
、
さ
っ
と
手
が
伸
び

る
。
つ
い
に
は
登
山
な
の
か
山
菜
取
り

な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
周
囲
を
見
渡

す
と
新
緑
が
深
い
緑
色
に
染
ま
り
始

め
て
い
た
。 

 

そ
し
て
田
植
え
が
始
ま
っ
た
。
産
毛

の
よ
う
に
幼
い
苗
が
風
に
揺
れ
、
ま
た

中
に
は
水
没
し
て
い
る
苗
も
あ
る
。

「
倒
れ
る
な
。
窒
息
す
る
な
。
大
き
く

な
れ
」
と
思
わ
ず
エ
ー
ル
を
送
る
。
そ

れ
か
ら
気
が
つ
い
た
。
自
分
の
頭
頂
部

も
こ
の
苗
の
よ
う
な
状
態
だ
な
と
。
頭

に
手
を
当
て
「
が
ん
ば
れ
」
と
つ
ぶ
や

い
た
。
梅
雨
が
は
じ
ま
り
、
も
う
一
年

の
半
分
が
過
ぎ
去
っ
た
。 

 

 
 
 
 

個
人
加
盟 

笹 

耕
市 

７
３
歳 

  

  

 

 
  

 

菅 
柳 

 

秋
ま
で
に 
落
ち
る
渋
柿 

首
相
の
座 

 

原
稿
を 

読
ま
ぬ
首
相
の

う
つ
ろ
な
目 

 

生
き
生
き
と 

「
差
し
控
え
る
」
と
答
弁
し 

五輪はスパッと中止に 政府・自治体は感染拡大防止に全力を 

 

新型コロナ感染拡大が深刻化する中で 2021 年夏の東京五輪・パラリンピック開催を見送るべきだという世論

が広がっている。3度目の緊急事態宣言下でも新規感染者は急増、大阪では医療崩壊が起こっている。オリ・パラ

は中止し、感染拡大防止に全力をあげるべきだ。 

 感染が拡大するとウイルスが変異を重ねてしまう。さらに、インドでの感染爆発の 

きっかけは、3月に行われた世界最大級のヒンズー教の宗教行事である可能性が高い 

とされている。世界最大級のスポーツ行事であるオリンピック・パラリンピックによ 

る人の往来は同様の危険をはらんでいる。 

 たとえ「無観客開催」としても世界中から 9万人が来日することになり、「負のス 

パイラル」が東京オリ・パラによって日本から世界に変異株が広がりかねない。オリ 

・パラ開催が、日本や世界各国へ変異株が拡大することになれば、「人間の尊厳の保持 

に重きを置く平和な社会の推進」という五輪の理念に反してしまう。橋本聖子東京五輪 

パラリンピック組織委会長は無観客での開催にも言及しているが、中止する覚悟こそ持つべきだ。 

 菅義偉首相は「決定権者はＩＯＣ（国際オリンピック委員会）だ」と責任回避するが、Ｉ

ＯＣは日本国民の命と健康に配慮する責任はない。日本政府が決断してＩＯＣに進言するべ

きである。変異株の感染拡大により政府分科会の尾身茂会長が五輪開催について「議論すべ

き時期にきている」「その時になって判断するというのでは遅い」と発言。専門家からも開催

の是非に関わる議論を求める意見が相次いでいる。 

          東京と大阪・兵庫・京都に 3回目の緊急事態宣言が出されても、大型連休中の人出が昨年

に比べ減っていない。20年はゴールデンウイーク直前に五輪の延期を決めた。一方で、21年

は聖火リレーが続行され、五輪のテストイベントが取り組まれている。政府や自治体の対応

がちぐはぐで、国民に伝わるメッセージがあいまいだ。 

今やるべきこと 

 五輪開催に向けて、500人の看護師を動員し、200人のスポーツドクターを招集し、30の指定病院を確保する

とされている。医療崩壊が現実のものとなっているときに、医療関係者からは批判が相次いでいる。 

 今、人や予算を五輪に割く場合ではない。優先すべきコロナ対策が山積している。 

 関西圏では感染者のうち病院に入院できている人の割合が 2割を切っている。必要な医療が受けられない「医

療崩壊」の関西圏には、国が主導して病床確保や医療従事者の派遣、ヘリによる患者の搬送などの緊急対策が必

要だ。政府は国民にさらなる行動制限を求めるなら、だれもが安心して休業・自粛できるよう、思い切った補償

をするべきだし、2回目の持続化給付金も支給すべきだ。（「宣伝研究」2021年 5月 10日付記載 より） 

 

 

風
邪
は
「
第
一
に
睡
眠
、
二
に
安
静
、

三
四
が
な
く
て
五
に
気
力
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
前
か
ら
風
邪
を
ひ
き
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
と
「
風
邪
は
１
週
間
、
そ
れ

以
上
長
引
け
ば
、
他
の
疾
病
と
の
併
発

を
疑
う
」
と
云
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
の

場
合
は
幸
い
発
熱
症
状
は
な
く
、「
間
違

い
な
く
、
こ
れ
は
風
邪
だ
ね
」
と
の
こ

と
。 コ

ロ
ナ
の
心
配
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
妻
の
介
護
と
風
邪
の
対
応
は
両
立

す
べ
く
も
な
く
、
困
り
果
て
て
い
ま
す
。

「
誰
よ
り
も
早
く
風
邪
を
ひ
き
、
誰
よ

り
も
遅
く
ま
で
風
邪
を
大
切
に
持
っ
て

い
る
あ
な
た
は
変
な
人
」
と
言
う
妻
の

皮
肉
に
、
私
は
返
す
言
葉
も
あ
り
ま
せ

ん
。 み

な
さ
ん
、
夏
風
邪
に
は
十
分
ご
留

意
下
さ
い
。 

福
岡
県
本
部
田
川
支
部 

 
 

 
 
 

 
 

原
田
節
生 

８
６
歳 

 

 

 

 

 

 


